
カダバー・サージカル・トレーニング
参加者アンケート調査

【目的】
今回岐阜大学で初めて実施したカダバーサージカルト
レーニング(CST)における組織の状態やトレーニングの感
想などを参加者の目線から調査することを目的とした。

【方法】
CST後1-2か月後にGoogle Formsを用いて作成したアンケー
トをメールで参加者に配布し実施した。
参加者全員アンケートに加えて、執刀医に対して執刀内
容などに関するアンケートを実施した。



＜参加者全員アンケート＞







＜執刀医アンケート＞



【まとめ】
 CSTでは実臨床の手術に近い感覚で手術トレーニングが可能であった。
 CSTの参加者のほとんどが、CSTが外科手術技術の向上に有用であると感じた。
 臨床で普及しているものの執刀医が経験の少ない手術手技をCSTでトレーニングできた。
 参加者全員が今後もCSTがあれば参加したいと回答した。
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